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2018 年度事業報告 

 

 2018 年度は島根の地震に始まり、大阪北部地震、西日本豪雨、台風 21 号による災害、北海道

地震など災害が多発した年でした。救援金の総額も東日本大震災に次ぐ金額となりました。 

 昨年は個人に対するお見舞金配布を大規模な形で行うというゆめ風基金として初めての取り

組みをしましたが、事務が追いつかないなど課題も多く、今後どうするかは全体で話し合いが必

要です。 

現在南海・東南海地震をはじめとする災害への脅威は増しています。ゆめ風基金では災害に対

する次世代リーダー養成のため、2017 年度から「障害者防災リーダー養成講座」を開講し、機

関誌においても「南海・東南海地震に備え、どうするか」という連載を始め対策を強化してきま

した。 

また家具転倒防止の取り組み、「りすくのっく」も立ち上げられ障害者個人の防災対策の教に

も取り組みました。 

かねてからの懸案だった中学生プロジェクトのＤＶＤが 2018 年度ようやく完成し、現在広報

に力を入れているところです。 

 以下に今年度の具体的活動をご報告します。 

 

１．被災障害者救援事業 

（1）大阪北部地震 

 2018 年 6 月 8 日（月）に大阪北部地震が発生し、当日夜にはおおさか災害支援ネットワーク

の会議が開かれました。おおさか災害支援ネットワークは 4年前より災害が起こったときに顔の

見える関係で協力して支援を行おうと作られた団体です。また同じ週の金曜には大阪障害者救援

本部会議も開かれ、被災にあった茨木の報告を始めとする報告会議と今後の支援の検討が話され

ました。ゆめ風基金としては、障害者の方や障害者事業所にＳＯＳビラを作って配布するととも

に、これまでの団体支援に加えて個人への見舞金を配布することを決めました。 

大阪穂首地震に支出した救援金 

社会福祉法人ぽぽんがぽん（大阪北部地震） ¥2,812,873 

一般社団法人くらしといきがい・にじ（大阪北部地震）備品購入 ¥133,207 

レスキューアシスト（大阪北部地震）ブルーシート張り活動費 ¥600,000 

社会福祉法人花の会（大阪北部地震）グループホーム修復費 ¥475,000 

社会福祉法人鳩ヶ峰福祉会やわた作業所（京都府八幡市） ¥1,500,000 

個人見舞金 82 件 ¥4,100,000 

合計 ¥9,621,080 

 

 

 

 

 

ぽぽんがぽん 



2 

 

（２）西日本豪雨 

 2018 年 7 月には西日本を中心として大雨が振り続け、大きな被害をもたらしました。 

ゆめ風基金では大阪北部地震の支援も続く中で、岡山、広島、愛媛の 3県に入り込み、状

況の把握と今後の支援のあり方を検討しました。広島や愛媛においてはゆめ風ネットである

広島のてごーす、ネット尾道、愛媛のムゲン、自立生活センター松山などが活躍してくれ、

情報の収集ともに様々支援の手助けをしてくれました。 

ただ豪雨被害のあった範囲が広く、今後協力会員なども求めて幅広いネットワーで支援を

していく必要性も痛感しました。 

 

西日本豪雨に支出した救援金 

共同連えひめ（西日本豪雨）作業所の備品購入費 ¥1,444,000 

放課後等デイサービスホハル（倉敷市）事業停止中の運営費（西日本豪雨） ¥646,500 

野村福祉園 レインボーアグリ（愛媛県西予市）備品購入費（西日本豪雨） ¥608,850 

NPO 法人岡山マインド「こころ」グループホーム新設費用（西日本豪雨） ¥5,000,000 

NPO 法人歩（西日本豪雨）車両購入費 ¥1,250,000 

西日本豪雨お見舞金（714 件） ¥35,700,000 

合計 ¥44,649,350 

 

 ただ今なお再建計画が立たず、計画が決まってから申請をするという事業所も 3件ほど聞

いています。 

   
愛媛 レインボーアグリのあった場所     岡山県真備町 ホハル 

 

（3）北海道地震 

2018 年 9 月には北海道の胆振地方を中心に大地震が発生し、札幌市内でも液状化現象によ

り、作業所の移転を迫られるなど障害者拠点が被害を受けました。 

 ネット札幌である草の実福祉会の手塚さんが早速現地に視察に入っていただき、新玄武付

近ではゆめ風基金をしての支援は必要ないだろうとの報告を受けました。災害が続く中で、

現地に入ることもできずに、関係者をたどり被害の調査を進めました。北海道全体が大停電

に見舞われ、呼吸器を使用する障害者の方の安否も心配されましたが、なんとかそれぞれの

方法（病院や停電のない知人宅に行くなど）で難を逃れているようでした。 

 それでも 5件ほどの障害者拠点で被害があると聞き、連絡を取りゆめ風基金へ申請しても

らうことになりましたが、2017 年度はそのうち 3件の救援金支出を決めました。 
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北海道地震に支出した救援金 

かがやき工房（北海道地震）お見舞金 ¥500,000 

NPO 法人せたな共同作業所ふれんど（北海道地震）オーブン修理費 ¥324,000 

就労継続支援ﾍﾞｼﾞﾀﾌﾞﾙ 移転にともなう改修費と備品など ¥983,608 

合計 ¥1,807,608 

 

（４）島根地震と台風 21 号による被害 

2018 年 4 月 9 日に発生した島根地震ではネット島根の太田さんが迅速に動いてくれ、避難

所周りや事業所の調査をしていただきました。特に事業所の被害はないということでしたが、

1 件個人の方が避難所で困っておられるということだったので、お見舞金を支給することを

決定しました。 

 2018 年 9 月に上陸した台風 21 号は大阪を中心に大きな被害をもたらしました。大阪の各

地で大木や電柱がなぎ倒される被害があり、停電も多数発生しました。障害者拠点の中には

屋根が丸ごと吹っ飛んだところもありましたが、現在再建計画を検討中とのことで、2017

年度の障害者拠点への支出はありませんでした。 

 ただ生活保護を受けている障害者個人で洗濯機が倒れ壊れてしまったということがあり、

あらたな洗濯機（中古）の助成をしました。 

 

島根地震による個人支援金（ネット島根）1 人分 ¥50,000 

台風被害個人支援（洗濯機） ¥38,988 

 

（５）東日本大震災 

 東日本大震災から 8 年がたちました。いまなお被災地では避難者数は約５万８０００人

（2018 年８月現在）で、岩手・宮城・福島の被災３県でプレハブの仮設住宅に暮らす被災

者は５６２３人、みなしも含めた仮設住宅で生活している人が多くいる状況です。 

 被災地では復興庁が支援を 10 年で打ち切りとしている「10 年問題」が突き付けられて

います。 

 東日本大震災については近畿労働金庫がサポートＶという預金金利の2倍額を10年間に

わたり支援を行う商品を発売していただいており、この寄付をあしなが育英会とゆめ風基

金にいただいています。（2018 年度 530 万円） 

 2017 年度救援金は 5件中 3件が福島となっており、福島での復興がまだまだであること

がわかります。 

2017 年度救援金 9,102,085 円累計額 333,854,224 円 

NPO 法人あおば（福島県福島市）作業所改修費 ¥5,000,000 

およれんせの会（岩手県宮古市）備品購入費等 ¥610,085 

障がい者ベース石巻にょっきり団（石巻市）運営資金（東日本大震災） ¥900,000 

NPO 法人輝きｻﾛﾝどじょう（福島県川内村）工事費と人件費（東日本大震災） ¥1,592,000 

ＮＰＯ法人ふよう土 2100（福島県郡山市）（東日本大震災） ¥1,000,000 

合計 ¥9,102,085 
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 （6）熊本地震 

 2017 年に障害者ともに暮らせる地域創生館ができました。熊本を支援する関西事項委員会に

ょる人的支援も 2018 年 3 月で終了し、その後は熊本地震による支援と、自前の資金による運営

を目指してヘルパー派遣業務を 2018 年からはじめました。 

 しかし人材の定着は見られず、これまでの蓄えもなくなったことから、2019 年の黒字化を目

指し、計画案とともにそれまでのつなぎ資金の支援がゆめ風に寄せられました。 

 熊本の運営を担うスタッフにも来てもらい、説明を受けた上で 730 万円の救援金支出を決め

ました。 

2017 年度救援金 7,300,000 円累計額 55,889,744 円 

一般社団法人障害者がともに暮らせる地域創生館（熊本市）運営費 ¥7,300,000 

 

2.障害者防災活動支援事業 

（１） 中学生プロジェクトの DVD が 10 年越しにようやく完成しました。 

1000 枚製作し発売開始しました。新聞、ラジオなどで情報発信し、ゆめごよみ

読者、学校関係者、関係団体にちらしを配布するなど拡散中です。 

講演活動、ワークショップ   

○障害者防災リーダー養成講座 

 2018 年度も 2017 年に引き続き「障害者防災リーダー養成講座」を横

浜、大阪で 2 ヶ所で開催しました。 

 

○避難体験とＢＣＰづくり 

 ゆめ風基金が中心となって役割を担ってきたＢＣＰ研究会において災害時に学校の体育

館に避難した場合何が困るかということを想定し、箕面市萱野の人権文化センター体育館を

お借りし人権文化センターと共催で 1 泊避難体験を実施しました。その他出発仲間の会にお

いても 1 泊訓練を行いました。 

また 2018 年は大阪での災害が 2 回あったことから、ＢＣＰ研究会でポジティブ生活文化

交流祭前日に長居身体障害者スポーツセンターにおいて災害時にあったことなどを話し合

いました。 

 

 



5 

 

○その他 50 件の講演、授業活動を行いました。 

（2011 年 54 件、2012 年 44 件、2013 年 24 件、2014 年 41 件、2015 年 43 件 2016 年 41 件、2017 年 46 件） 

＜講演先＞ 

1 月 16 日 17 日   大阪府  柏原市社会福祉協議会 

1 月 21 日   大阪府  寝屋川社会福祉協議会 

1 月 23 日   堺市 ビッグ・アイ(国際障害者交流セン

ター） 

1 月 26 日 門真市社会福祉協議会 

1 月 27 日  香川障害フォーラム 

1 月 27 日 藤井寺市社会福祉協議会 

1 月 28 日  四国中央市   自立支援協議会 

2 月 1 日  堺市   ビッグ・アイ(国際障害者交流セ

ンター） 

2 月 6 日   横浜ラポール 

2 月 10 日   日常生活支援ネットワークパーティ・

パーティ 

2 月 19 日 20 日 堺市ビッグ・アイ(国際障害者交流

センター） 

2 月 25 日  守口市 

2 月 28 日 日常生活支援ネットワーク 

パーティ・パーティ 

3 月 1 日  日常生活支援ネットワークパーティ・パ

ーティ 

3 月 21 日  パーソナルサポートセンター枚方 

3 月 28 日 柏原市危機管理室 

4 月 15 日 羽曳野市自主防災会 

4 月 28 日  香川県 社会福祉法人ラーフ リール 

6 月 24 日 徳島若竹手をつなぐ会 

7 月 23 日  堺市 ゆめ風基金防災リーダー養成講座 

7 月 28 日   香川県 社会福祉法人ラーフ リール 

8 月 7 日    奈良県立大淀養護学校 

8 月 10 日 11 日   沖縄市社会福祉協議会 

 

 

8 月 25 日   京都府城陽市   京都手話通訳研究会 

8 月 26 日 石川県ＮＰＯ法人あんとふる 

9 月 7 日   高知市   高知県教育委員会 

9 月 20 日   大阪市   住之江区社会福祉協議会 

9 月 29 日  静岡県ＮＰＯ法人御前崎災害支援ネット

ワーク 

10 月 9 日  京都大学医学研究科 

10 月 12 日   大阪府堺市 

   南部障害者解放センター 

10 月 13 日 大阪 青空ママ防災講座 

10 月 17 日 大阪府危機管理室 

10 月 23 日 京都大学医学研究科 

10 月 22 日 神戸 寺子屋 

10 月 24 日 大阪府危機管理室 

11 月 1 日 大阪府危機管理室 

11 月 3 日 自立生活センターＨＡＮＤＳ世田谷 

11 月 4 日 新居浜市社会福祉協議会 

11 月 10 日 諫早 8 団体防災減災フォーラム 

11 月 14 日 大阪府危機管理室 

11 月 15 日 大阪府危機管理室 

11 月 20 日 大阪府危機管理室 

11 月 24 日 香川県 社会福祉法人ラーフ リール 

11 月 25 日 藤井寺市社会福祉協会 

11 月 27 日 豊中市 サポートネットワーク 

11 月 29 日 大阪府危機管理室 

11 月 29 日 茨木市障害者自立支援協議会 

12 月 1 日 岡山県総社市社会福祉協議会 

12 月 2 日 とちぎ地域生活サポート研究会 

12 月 8 日 京都府 NPO 法人ｿｰｼｬﾙｱｸｼｮﾝﾊﾟｰﾄﾅｼｯﾌﾟ

（３）防災ネットワーク活動  

① 東日本大震災直後から関西の障害者団体と協働で大阪救援本部を設立し、被災地救

援活動や、被災者交流、東北～関西ポジティブ生活文化交流祭、街頭カンパなどの

支援活動を行っています。街頭カンパ活動は震災直後から大阪なんばで毎月実施さ

れました。今年度から毎月の街頭カンパは 3 月末で終了し、今後 9 月、12 月、3 月

の第二土曜日に行うこととなりました。2017 年末までの募金総額は 5,190,878 円（今

年度は 5回計 203,547 円）で、延べ 3000 人を超す方々がボランティアとして活動に

参加しました。 
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② 地元の啓発小学校（むくのき学園）の要請で長崎、福本が出向き授業を実施しまし

た。 

③ ＢＣＰ研究会 （協力） 

引き続き大規模災害時における事業継続計画（ＢＣＰ）策定研究に取り組みました。 

④ おおさか防災ネットワーク 

 現在大阪では今後の災害に備えて、大阪の様々団体（社共、大阪ボラ協、日赤、

防災士会、ＮＰＯ団体、企業など）が連携して動けるようにネットワークを組んでい

ます。これまでは定例会に参加するのみだったのですが、2017 年 12 月にゆめ風基金

も世話役団体となることが決まりました。 

 

（４）中学生プロジェクト――おおさか行動する障害者応援センターとの協働事業 

障害者市民の地域防災を考える上で、中学生の参加を促したいと、2006 年から地域の

中学校や日赤、社協関係者と共に「中学生プロジェクト」（いのちと防災を考える「中

学生の底力」ゆめ風プロジェクト）を実施しています。これまでおよそ 3500 人の中学

生と、のべ４30 人の障害者が参加しました。2018 年は中学校 3校で実施しました。  

1 月 15 日、18 日 豊川中学校 

11 月 7 日 大阪市立柴島中学校 

11 月 19 日、20 日 大阪府摂津第 2中学校 

  

             

 

 

 

 

 

 

        柴島中学にて            摂津二中にて 

 

この活動を DVD にしました。現在販売・広報に力を入れています。 

 

（５）障害者防災活動助成制度     

2006 年に開始した障害者市民防災活動の促進のための助成金制度については、

2018 年は 7件申請があり 4件承認し、総額 185,078 円の助成を実施しました。 

 NPO 法人ａｃｃｏｍｍｏｎ 74578 円 

 NPO 法人 ワンハート 51500 円 

 八団体防災・減災フォーラム実行委員会 35000 円 

 特定非営利活動法人 難病心身障がい児者を支えるみなの会 50000 円 
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（６）障害者防災提言集、事例集等の広報、販売をしました。 

○ 東日本大震災版障害者防災提言集（2013 年 3月発行） 64 冊販売 

（2013 年 859 冊、2014 年 469 冊、2015 年 184 冊、2016 年 193 冊、2017 年 80 冊） 

○ 旧提言集改訂版（2012 年 12 月発行）  53 冊販売 

（2013 年 385 冊、2014 年 166 冊、2015 年 122 冊、2016 年 131 冊、2017 年 90 冊） 

○ 事例集こんなんええやん（2010 年 3 月発行） 100 冊販売 

（2013 年 609 冊、2014 年 222 冊、2015 年 223 冊、2016 年 219 冊、2017 年 87 冊） 

○ ＤＶＤ「逃げ遅れる人々」（2013 年 2 月東京救援本部制作） 1本販売 

（2013 年 83 本、2014 年 19 本、2015 年 23 本、2016 年 13 本、2017 年 6 本） 

    ○中学生プロジェクトＤＶＤ（2018 年 3 月制作）100 本卸販売 61 本販売 101 本進呈 

 

 

３．被災障害者支援を広く訴える活動 

 

（１）ﾆｭｰｽﾞﾚﾀｰ「ゆめごよみ風だより」（B5 判 8～16 ﾍﾟｰｼﾞ）を季刊発行し支援者、関係

者、関係機関団体に被災地発、障害者発の情報を届けました。東日本大震災以降、

支援者は大幅に増え発送先は 1万 4700 人にのぼっています。発行部数は 1万６千

部。発行回数は 1月、5月、9月、12 月の 4回。 

 

（２）主催・共催事業 

① 「カタログハウスの学校」と一緒に 16 年間続けてきた「ゆめ風であいましょう」は

14 回を数えました。2018 年は 7 月 19 日に東京都新宿区で開催。呼びかけ人代表の

小室等さん、詩人のアーサービナードさん、呼びかけ人のオオタスセリさん、李政

美さん、こむろゆいさんに参加いただき「抵抗の言葉取り戻す」をテーマにトーク

と音楽を繰り広げました。200 人以上の方が参加くださり好評でした。これを機にア

ーサービナードさんは呼びかけ人になってくださいました。  

② 7 月 7 日近畿労金ホールにおいて「サポートＶ報告会」を行う予定でしたが、台風の

ために中止しました。 

③  11 月 23 日に第 8 回ポジティブ生活文化交流祭（60 団体、3500 人参加）を共催しまし

た。 

2011 年 11 月から始まった交流祭、関西～被災地の障害者の交流を主眼に、すっか

り定着しました。あいにくの空模様(前日が雨でかなりぬかるんでいた)にも関わらず、

多くの参加者がおり、顔が見える関係の良さを年に一度再確認 

 

（３）各種メディアに情報発信       

「救援活動」、「防災活動」、「ゆめ風基金の活動」、などについて発信しました。 

     

４．情報の収集、関係諸機関、団体との協力及び連絡調整事業 

引き続き関係諸機関、団体との連絡調整活動を行いました。 
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主な関係団体（委員・役員就任ないしは協働関係）  

大阪救援本部、東北大地震東京救援本部（DPI、JIL 他）、熊本地震障害者救援本部、障大連、共

同連、関定協、被災地 NGO 協働ｾﾝﾀｰ、おおさか災害支援ﾈｯﾄﾜｰｸ、東淀川区ｲﾝｸル-ｼﾌﾞ教育研究会、

BCP 研究会、東淀川 BCP 研究会、大阪ボランティア協会、大阪府教職員組合、大阪市職員労働組

合、大阪市従業員労働組合 ほかのみなさま 

 

 

５．その他目的を達成するために必要な活動  

（１）シングルＣＤ「ゆめ風応援歌」の販売  

 2018 年は 3枚（2015 年 38 枚、2016 年 29 枚、207 年 21 枚）販売しました。 

 

（２）近畿ろうきん提携融資制度「ゆめのたね」実施 

① 2018 年度の推薦団体 

特定非営利活動法人 介護予防の星きずな 大阪市天王寺区 

融資推薦日 2018 年 10 月 10 月日 融資希望額 300 万円 

2012 年、NPO 法人設立、2013 年より居宅介護、移動支援等の福祉サービス提供事業、就労支援

B 型、共同生活援助事業を開始。サービスを利用する障害者の親の高齢化等もあり、新たに共同

生活援助(グループホーム)設立の要望が高まるが、大阪市には絶対数が不足し、やむなく高齢者

向け有料ホーム等への入居を選択せざるを得ない状況である。そうした中、グループホーム設立

により、本人・家族の負担が軽減され、あらたな生活の幅、地域での自立した生活が拡充するこ

とを期待して推薦した。 

この他、2 団体について推薦を決定したが、その後、辞退・取り消しされた。相談件数は他に 5

団体。 

 

②「ゆめのたね」対象拡大について近畿労金から以下の提案があった。 

現在は NPO と社会福祉法人に限っている制度だが、2016 年度２月の法律改正により、金融庁

から「一般社団法人非営利型、一般財団法人の非営利型については、労金業態として融資をして

もかまわない」という通達があり、ろうきんとしても、今回、対象を一般社団法人・一般財団法

人の非営利型については融資の対象を広げる。それ以外については個別に協議という形にし、制

度実施日については７月１日としている。 

 これを受けて、ゆめ風基金としても一般財団・一般社団等からの融資の相談があった場合、会

計について公開するよう促し、承諾がとれれば OK とすることとした。 

 

（３）「ゆめ風ネットワーク」 

全国 54 の障害者団体がゆめ風ネットとして、災害時の窓口を引き受けてくださって

いて、大変心強い存在です。2018 年年度のネットワーク数は 54 団体となっています。 
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６．会員構成と会議の記録 

①会員の構成 

運営会員 １７個人 ５４団体  

通信発送会員 １４７０１人（2017 年 14744 人、2016 年 14700 人、2015 年 14661 人、2014

年 14562 人、2013 年 14549 人、2012 年 14356 人） 

（2019年 1月領収書発行数3044人、2018年 1月領収書発行数2276人 2017年 3595人、

2016 年 2529 人、2015 年 2583 人） 

 

 

②会議 

  ○第 17 回定時総会を 3月 24 日大阪府堺市ビッグアイで行いました。 

2017 年度事業報告、決算報告、2018 年度活動計画、定款変更、が承認されるととも

に、役員改選を行いました。 

  ○理事会を 9回にわたって開催しました。 

第 1回 理事会 2018 年 2月 26 日（月）16:00～ 

第 1号議案 2017 年度事業報告  

第 2 号議案 2017 年度決算報告 

第 3号議案 2018 年活動計画 

第 4号議案 2018 年予算 

第 5号議案 ゆめのたねについて 

その他 

障害者への家具転倒防止の取り組みについて 

ビデオ機材購入について 

障大連との協力について 

ＤＶＤについて 

 

第２回 理事会 2018 年 3 月 24 日（土）15:00～ 

           於 国際障害者交流センタービッグアイ 

第 1号議案 被災地からの助成金申請について 石巻からの支援要請について 

その他 

第 5回熊本全国支援会議報告 

会員の確認について 

 

第３回 理事会 2018 年 4 月 2日（月）16:00～ 

第 1 号議案 代表理事、副代表理事の選定について  

 

第 4 回 理事会 2018 年 6 月 4日（月）16:00～ 

第 1 号議案 ゆめのたね対象拡大について  

第 2 号議案 被災地支援について 

      島根地震について 

      熊本の障害者研修について 

第 3号議案 障害者市民防災助成金審査 

      ＮＰＯ法人シニアＳＯＨＯ世田谷からの申請 

その他 

中学生プロジェクト DVD の取り扱いについて 

来年度定款変更について 

ゆめ風ネット等への慶弔規定について 

ゆめ風印の取り扱いについて 
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第 5 回 理事会 2018 年 8 月 8日（月）18:00～ 

第 1 号議案 大阪北部地震助成金の件 

   申請件数 4件 

      社会福祉法人 ぽぽんがぽん 

      一般社団法人くらしといきがい・にじ 

      社会福祉法人 花の会 

      災害要援護者救援 ＮＰＯレスキューアシスト 

第 2号議案 西日本豪雨助成金の件 

    団体助成金申請２件 レインボーアグリ  共同連えひめ 

    個人見舞金 申請 ４４件（8/２現在） 

第 3号議案 障害者市民防災助成金審査 

      未来の防災学生ボランティアセンター 

      NPO 法人 accommon 

      NPO 法人命のリレー普及会 

      NPO 法人 ワンハート 

第 4号議案 西日本豪雨被災地調査の件 

第 5号議案 大阪北部地震見舞金の件 

その他 

    熊本全国支援会議について 

 

第 6 回 理事会 2018 年 9 月 3日（月）16:00～ 

第 1 号議案 ろうきんからの社会貢献預金（笑顔プラス）の預け入れのご要請の件 

第 2号議案 大阪北部地震見舞金の件 

第 3号議案 西日本豪雨助成金の件 団体助成金申請 5 件 

   レインボーアグリ 

   ホハル 

   マインドこころ 

   いちご一会 

   みんな農園 

   個人見舞金  

第 4 号議案 障害者市民防災助成金審査 

      NPO 法人 accommon 

その他 

    熊本全国支援会議について 

 

第 7 回 理事会 2018 年 10 月 10 日（水）15:00～ 

第 1 号議案 ゆめのたねについて 

   介護予防の星きずなからの申請について 

第 2号議案 西日本豪雨助成金の件 

    個人見舞金について  

 

第 8 回 理事会 2018 年 10 月 22 日（月）16:00～ 

第 1 号議案 熊本地震支援金について 

    障害者がともに暮らせる地域創生館支援について    

第 2 号議案 東日本大震災支援金について 

    特定非営利活動法人 輝きからの申請について 

第 3号議案 西日本豪支援金について 

   団体助成金申請 3 件（第 6回理事会からの継続 2件） 

    マインドこころ 

    みんな農園 

    放課後デイサービスあゆむ 

  報告 個人支援金について 
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第 4号議案 北海道地震支援金について 

    特定非営利活動法人 せたな共同作業所フレンドからの申請について 

    株式会社 HYK（就労継続支援 B型啓費所ベジタブル）からの申請について 

     かがやき工房からの申請について 

第 5号議案 北部地震支援金について 

    社会福祉法人 鳩ヶ峰福祉会からの申請について 

    個人見舞金について 

第 6号議案 ゆめのたねについて 

    ＮＰＯ法人いちいちまる 

第 7号議案 障害者市民防災助成金審査 

    八団体防災・減災フォーラム実行委員会 

    特定非営利活動法人 難病心身障がい児者を支えるみなの会      

その他 東さんの育児休暇について 

第 9回 理事会 2018 年 12 月 12 日（水）16：00～ 於 ゆめ風基金事務所 

第 1号議案 大阪北部地震について 

     見舞金について 

     社会福祉法人鳩ヶ峰福祉会グループホーム改修助成について 

第 2号議案 東日本大震災に関わる助成について 

     ＮＰＯ法人ふよう土 

第 3議案  2018 年度補正予算について 

第 4号議案  2019 年度活動計画と 2019 年度予算案について 

その他   来年度総会について 

        人員体制について 

 

 


